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調査概要

■調査目的

長引く不況が高校生の進路選択にも影響を与えて

や奨学金の動向を明らかにすること。

■調査対象

全国の大学744校※の学長

※全大学数783校（2012年度学校基本調査速報値）のうち、

■調査方法

質問紙による郵送法

■調査期間

2012年6月14日（木）～7月13日（金）2012年6月14日（木）～7月13日（金）

■有効回答数

497校（有効回答率66.8％）

※一部の設問では、大学から単数回答について、複数の回
複数回答するように依頼したため、回答大学数より回答

※無回答を含まない集計結果を提示している。

回答者プロフィール

ている社会情勢を踏まえ、大学の学費（授業料等）

、大学院大学と募集停止校39校を除く。

回答がありうるとの問い合わせがあり（例 授業料減免基準）、

答数が多くなっている。



現在の授業料水準と今後の方向性

■ 8割超が自校の授業料は「適正」。

今後も約4分の3が「据え置き」。

現在の自校の授業料水準について、8割超と大多

設置者別では、国立の約4分の1が「高すぎる」（
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学生や保護者から見た学費・奨学金への意識

■学生や保護者の負担から見ると、約4割が
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■5年前に比べ、学生募集における学費の影
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独自の給付型奨学金や授業料減免のトレンド
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■独自の給付型奨学金の導入の目的（複数
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